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目的 

本研究の目的は、スイングスピード、ボールスピー

ド、ミート指標から、どの握り方と握る位置でバットを

持って、振る場合がパフォーマンスを高められるのか、

また熟練者群と非熟練者群に分け実験を行い、熟練

者群、非熟練者群に対してのより良い握り方を明らか

にするというものである。さらに男子と女子両方の実

験を行い男子、女子に合った握り方を明らかにするこ

とを目的とする。 
 

方法 

被検者は、ティーバッティングを行った。「ボールス

ピード」はスピードガンを用いてネット裏から計測した。

「スイングスピード」は被検者のインパクト付近のバット

の線速度を計測した。被検者は、最適と判断した位

置に立ち、常に同じ場所に軸足を設置して打撃を行

った。以下の 4 試技を①～④の順で各 5 本ずつ合計

20 本行った。また、ボールスピードの値とスイングスピ

ードの値からミート指標を算出した。ボールスピード、

スイングスピード、ミート指標それぞれをｔ検定により

群内の比較、群間の比較を行った。 
 

   
①パーム×チョーク    ②パーム×エンド 

   
③フィンガー×チョーク  ④フィンガー×エンド 

 
結果 

（１）群内比較 
全ての群の全ての試技において、有意な差は認

められなかった。 
（２）群間比較 

男女の比較では、全ての試技のボールスピードと

スイングスピードにおいて男子が女子よりも有意に高

値を示した。ミート指標については有意差は認められ

なかった。 
非熟練者と熟練者の比較では、全ての試技のボ

ールスピードとスイングスピードにおいて熟練者が非

熟練者よりも有意に高値を示した。ミート指標につい

ては、有意差は認められなかった。 
非熟練者女子と熟練者女子の比較では、フィンガ

ー×チョークのボールスピードの有意差は確認され

なかったが、それ以外の試技のボールスピード、スイ

ングスピード、ミート指標については、熟練者女子が

非熟練者女子よりも有意に高値を示した。 
非熟練者男子と熟練者男子の比較では、フィンガ

ー×エンドのスイングスピードにおいて、熟練者男子

が非熟練者男子よりも有意に高値を示した。しかしな

がら、それ以外の試技のボールスピード、スイングス

ピード、ミート指標についての有意差は認められなか

った。 
非熟練者男子と熟練者女子の比較では、全ての

試技のボールスピード、スイングスピード、ミート指標

のいずれの項目においても、有意差は認められなか

った。 
 

考察 
群内比較からは有意差が確認されなかった。この

ことから、握り方と握る位置には、個人差があると考え

られるので、指導する際には、体格や筋力などを考

慮し選手に適した握り方や握る位置を提案してあげ

ることが大切であると考えることができる。男女の比較

からは、ボールスピードとスイングスピードで女子より

も男子が有意に高値を示した。このことから、筋力の

違いはスイングスピード、ボールスピードに影響する

と考えることができる。非熟練者女子と熟練者女子の

比較の結果から、どの握り方と握る位置でも、熟練者

女子が優れていたということが言える。また、非熟練

者女子の場合、どの握り方と握る位置でもパフォーマ

ンスが変わらないのであれば、指導者は選手個人を

どのように育てたいか、また、どのようなチームにした

いかで初めに指導するバットの握り方と握る位置を変

えることができると言える。 

 


